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御 岳 山 文 化 講 座 

 御岳山観光協会主催による標記の講座が、平成７年より年２回、３月下旬と９月１４日に開

かれていて、本年の秋に１０回目を迎えることとなった。講師は、１回目から８回目まで青梅

市文化財保護審査委員の齋藤慎一氏にお願いし、第９回は、齋藤氏と白井弘泰氏の両氏が講師

を務められた。この講座は信仰の山御嶽山を、文化の歴史の面から探究して、山に住む人々に

自信と自覚を持っていただくとともに、広く、多くの人々に御岳山の文化的価値を知っていた

だき、さらには、将来のあるべき姿を模索しておこうという試みである。第１回から第９回ま

での内容は次のとおりである。 

 第１回 赤 糸 威 大 鎧
アカイトオドシノオオヨロイ

と神の山・御岳山  －そ の 歴 史 と 背 景 －（1995.3.10） 

 第２回 武蔵御嶽神社の大鎧について    －日本の鎧の見方を学ぶ  －（1995.9.14） 

 第３回 御嶽管笠を読む          －御神宝 青梅街道をゆく－（1996.3.23） 

 第４回 武蔵御嶽神社の御神紋       －御 神 宝 の 文 章－（1996.9.14） 

 第５回 八代将軍吉宗と御嶽の御神寳                 （1997.3.22） 

 第６回 武蔵御嶽神社の流鏑馬
ヤ ブ サ メ

神事                  （1997.9.14） 

 第７回 武州御嶽山と日 本 武 尊
ヤマトタケルノミコト 

伝説    －白 き 狼 と 甲 冑－（1998.3.22） 

 第８回 武蔵御嶽神社の三十六歌仙奉納絵額 －神  社  の  文  化－（1998.9.14） 

 第９回 武蔵御嶽神社の建築と御祭神    －神 社 の 造 形 と 祭 祀－（1999.3.22） 

 演題からお判りいただけるように、その内容はすこぶる専門的かつ学究的である。しかも御岳

山に残る古文書の解読から始まる講義で、学問の本道たるべき基本資料を出発点とする本格的

な講座である。 

 この類の講座は、大抵堅苦しく、退屈なものだが、この文化講座は老人から高校生まで、皆

耳を傾けて聞くことができる。講師の学問的情熱は、聞く者をひきつけ、２時間３０分がまた

たく間に終わる。 

 まお、第１０回は９月１４日御岳山ビジターセンターに於いて、夜７時より開かれる。 

 第１０回記念として、法政大学名誉教授 村上 直氏をお迎えする。演題は「大久保長安と

御岳山」 

＊ お問い合わせ先 

武蔵御嶽神社   ０４２８－７８－８５００ 

御岳山観光協会  ０４２８－７８－８４４３

（文責  金 井） 


